製品安全データーシート（ＭＳＤＳ）

製造者情報　　　　　会社　　日本エムテクス株式会社

　　　　　　　　　　　　住所　　東京都世田谷区太子堂４－７－４セラピュアビル４Ｆ

　　　　　　　　　　　　担当部門　　営業統括部

　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ．０３‐５４３３－３４５０　

　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ．０３‐５４３３－３４５１

緊急連絡先　　　　　同上

　　　　　　　　　　作成、改訂　16年11月20日
※当製品は、ＭＡＤＳの作成を必要とする分類基準に該当しませんが、自主的にＭＳＤＳを作成し、情報提供を行うものであります。

１．製品名（商品名）

　　　　　　　　　　　　　　　　ビーナスコート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２．組成．成分情報

　　　単一製品．混合物の区別：混合物

　　　成分名　　　　　　　　　　　　　化審法番号　　　ＣＡＳＮＯ

　　　コラーゲンバインダー

　　　体質顔料

炭酸カルシウム　　　　　　　　　１－１２２　　　４７１－３４－１

　　　二酸化チタン　　　　　　　　　　１－５５８　　　１３４６３－６７－７

　　　火山性細粒ガラス質凝灰岩

　　　添加剤　（０．１以下）　　　　　　　　　　　　　２６８２－２０－４

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２６１７２－５５－４

　　　　水（ｗｔ５％）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３．危険有害性の要約

　　危険有害性の分類：該当なし

　　危険有害性の要約：通常の状態及び取扱いでは､危険有害性はない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４．応急処置

　　目に入った場合　　　・直ちに大量の清浄な流水で１５分以上洗う。まぶたの裏まで完全に洗う

　皮膚に付着した場合　　・付着物を素早く拭き取る。

· 大量の水及び石鹸または皮膚用の洗剤で十分に洗い落とす。溶剤、シンナーは使用しない

· 外観に変化や痛みがある場合、ＭＳＤＳを提示して医師の診断を受ける。

吸入した場合　　　　　　・蒸気､ガスなどを吸い込んで、気分が悪くなった場合には､空気の清浄な場所で安静にし､ＭＳＤＳを提示して医師の診断を受けること。

飲み込んだ場合　　　　　・誤って飲み込んだ場合、安静にし直ちにＭＳＤＳを提示し、医師の診断を受ける。

· 無理に吐かせない。嘔吐物は飲み込ませない。

　　　　　　　　　　　　・医師の指示による以外は無理に吐かせないこと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　５．火災時の措置

　　　使用可能消化剤

　　　消火方法

　　　　　　　　　　　　・通常の状態では燃えないので該当しない。　　　　　　　　　　　　　　　

６．漏出時の措置　　　・作業の際には適切な保護具（手袋、保護マスク、保護メガネ等）を着用する。

· 漏出物は密閉できる容器に回収し安全な場所に移す。

· 付着物．廃棄物は関係法規に基づいて処置する。

・　大量の流出には盛土等で流出を防ぐ。水による洗浄の場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　河川や排水溝等へ流出させないように注意する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

７．取扱い及び保管上の注意

　　取扱い上の注意　　　・換気の良い場所で取扱い､容器はその都度密栓する。

　　　　　　　　　　　　・容器はその都度密栓する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　保管上の注意　　　　・日光の直射を避ける。

　　　　　　　　　　　　・通風の良いところに保管する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

８．暴露防止及び保護措置

　　設備対策　　　　　　・長時間取り扱う場合、給排気が十分にとれ暴露を受けない設備にする。

　　保護具

　　　目の保護　　　　　・保護メガネを着用する。

　　　皮膚の保護　　　　・有機溶剤または化学製品が浸透しない材質の手袋を着用する。

　　　呼吸系の保護　　　・スプレー作業を行う場合には、適切な保護マスクを着用すること。（エアゾールも対象とする。）

　　　その他の保護　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

９．物理的及び科学的性質

　　物理的状態

　　　状態　　：ペースト状液

　　　臭気　　：ほとんど無臭

　　　ｐＨ　　：７．５±５

揮発性　：なし

難燃性　：なし

引火点　：なし（消防法の試験方法による）

発火点　：情報なし

爆発限界　：情報なし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１０．安定性及び反応性

　　　安定性及び反応性

　　　　条件（温度、光等）　・標準的な条件では反応しない。

　　　接触により危険性のある物質

・情報を有していない

　　　燃焼などによる有毒性ガス発生

・情報を有していない

　　　その他の反応性情報

・情報を有していない

　　　その他の危険性情報

　　　　　　　　　　　　　　・この製品を含んだ布．紙．ハケ．ローラー．ダストなど　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　を堆積したり丸めたまま放置しないこと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１１．有害性情報

　　ＮＯ．物質名　　管理濃度　ＡＣＧＩＨ（ＴＬＶ－ＴＷＡ）ＬＤ５０（㎎／㎏）その他有害性

　　　　（酸化チタン）

略記号：　Ｐ：ｐｐｍ　Ｍ：㎎／ｍ３　ＡＣＧＩＨ：米国産業衛生専門家会議の定める恕限度ＩＡＲＣ：発癌性の評価尺度ＬＤ５０：（主としてラット）．経皮（主としてラビツト）変：変異原化学物質　感：感作性の恐れ　催：催奇形性の恐れ　生：生殖毒性の恐れ　腐：腐食性　皮障：皮膚障害の恐れ　皮侵：ＡＣＧ皮膚侵入性　目：目刺激性あり　カ：カブレ．カユミ発症

１１．１　組成物質に関するその他の有害性：情報を有していない

１１．２　製品に関する有害性情報

　　　　　　　　　　　　　　・製品としての安全性試験は行っていない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１２．環境影響情報　　　　・漏洩､廃棄の際、環境に影響を与える恐れがあるので､取

扱いに注意する。特に、製品や洗浄水が､地面、川や　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　排水溝に直接流れないように対処すること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１３．廃棄上の注意　　　　・製品．容器等の廃棄物は､許可を受けた産廃物処理業者と契約して処理する。

・容器．機器装置等を洗浄した排水等は地面や排水溝へそのまま流さない。

　　・排水処理．焼却等により発生した廃棄物についても、廃棄物の処理及び清掃に関する法律及び関係する　法規に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　従って処理するか業者に委託する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１４．輸送上の注意

　　　共　通　　　　　　　　・取扱い及び保管上の注意の項の記載に従う。容器に漏れのないことを確かめ、転倒、落下、損傷がないように積み込み、崩れ防止を確実に行うこと。

　　　陸上輸送　　　　　　　・消防法、労働安全衛生法、毒劇物に該当する場合、それぞれの該当法律に定められた運送方法に従う。

　　　海上運送　　　　　　　・船舶安全法に定めるところに従うこと。

　　　航空運送　　　　　　　・航空法に定めるところに従うこと。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１５．主な適用法令　　　　消防法上の非危険物

　　　　　　　　　　　　　労働安全衛生法：第５７条－２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１６．その他の情報

　　　主な引用文献　　　　　・日本塗料工業会｢原材料物質データーベース｣

　　　　　　　　　　　　　　・製品安全データーシート．ガイドブツク

　　　　　　　　　　　　　　・ザツクス　有害物質データーブック　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

注　　意　　　　　　　　　　・このＭＳＤＳは､現時点で入手した資料に基づいて作成しております。

· 当該製品の危険．有害性に関する情報および評価は原材料の情報から推定したものであり､必ずしも十分なものではありません。ご使用者の責任において安全な取扱い方法をお決めください。

· このＭＳＤＳは、新しい知見により予告なく改訂することがあります。

· 記載内容の中で含有量．物理的化学的性質などの値は当該製品の品質とは関係ありません。

· この安全情報は国の規制を含む、（財）日本塗料工業会の基準に基づくものでありますが、地方自治体の規制情報は含まれていません。安全操業や排出．廃棄等の場合に配慮すべきことは、当該自治体の規制に従い対処してください。

